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利府花歯岩類の岩石記載と臥一A欝年代

石井武政＊1）・柳沢幸夫＊2）

IsHII，Takemasa　and　YANAGlsAwA，Yukio（1983）　Petrography　and　K－Ar　age　of　the：Rifh

　　GraniticR・ocks，Miyagi　Pre琵cture・Bπ〃・060」・S鴛7∂・」吻η，voL34（11），p・561－565・

A恥s重臓c留The　RifαGranitic　R．ocks，a　very　small　mass，is　exposed　in　R血Town，Miyagi

Prefbcture，northeast　Honshu．It　is　composed　mainly　of　homblende　and　plagioclase，with

subordinate　amounts　ofquartz，potassium飴ldspar　and　clinopyroxene。In　a　triangular　diagram

of　quartz，potassium　fbldspar　and　plagiocase，the　rocks　are　plotted　near　the　intersection　of

｛bur　rock　categories，that　is，granodiorite，tonalite，quartz　monzodiorite／quartz　monzogabbro

and　quartz　diorite／quartz　gabbro，which　are　classi丘ed　by　IUGS　SuBcoMMIssIoN　oN　THE　SYs－

TEMA皿Gs　of　IGNEous　RocKs（1973〉，Based　on　the　che頭cal　composition　and　CIPW　norm，

the　rocks　belong　to　the　zone　VI，arranged　by　KATADA（1974），of　the　granitic　bodies　distrib－

uted　in　the　Kitakami　Mountains，K－Ar　age　of　the　homblende　separated　from　the　rocks　is

124士4Ma．The　age　indicates　that　the　rocks　intruded　in　e翫rly　Cretaceous　time。

　　　　　　　え　が　き　ま

　　　り　ふ
宮城県利府町春目の県道沿いの小地域には，利府花闇

岩類（石井ほか，1982）あるいは利府岩体（片田ほか，

1971）と呼ばれる花闘岩質岩類が分布している．本岩類
　　　　　はたやは北側を中新統幡谷層に，また南側を沖積層にそれぞれ

覆われ，その分布域は極めて限られている（第1図）．そ

の上，露出状況が悪く，大部分が茶褐色を帯びた風化帯

となって，いわゆる“まさ”と呼ばれる崩れやすい岩質

を呈している．

　今回，筆者のひとり石井が当地を地質調査した際，土

地所有者が畑地拡張のために切り崩した岩塊の中から，

外観上新鮮な試料を採集することができた（第2図）．こ

れまで本岩類に関しては，簡単な記載（石井ほか，1982）

と2例の化学分析値（片田ほか，1971）及びカリウム・

トリウム・ウランの含有量と帯磁率の測定結果（金谷，

1974）が報告されているに過ぎない．またその貫入時代

も，上記箸者らにより，白亜紀であろうと推定されてい

るのみである．そこで筆者らは，今回採集した試料をも

とに新たに岩石記載・化学分析及びK－Ar年代測定を

行った。

　本報告をまとめるに当たり，試料の岩石薄片の作成は

技術部特殊技術課の安部正治技官に，化学分析は同部化

学課の大森江い技官（元所員）にお願いした．地質部の服

部仁岩石地質課長からはK－Ar年代測定用の角閃石鉱

＊1）環境地質部　＊2）地質部

物分離に際して懇切な御指導を受け，また粗稿に対する

御助言を頂いた．岩石の観察・薄片の検鏡などに当た

り，地殻熱部地殻熱資源課の笹田政克技官及び地質部地

質標本課の豊遙秋技官から有益な御教示を頂いた．試料

の採集には利府町の鈴木栄一氏の御厚意を得た．以上の

方々に心から感謝の意を表する．なお鉱物分離後の角閃

石のK－Ar年代測定はTeledyne　Isotopes社に依頼し

た．

利府花嵩岩類の分布と層序学的位置

本岩類の分布は極めて狭小で，転石の散点状況を考慮

しても，県道仙台一松島線に沿って東西約150m，南北

約100mと限られている（第1図参照）．

本岩類の分布域南方には中部三畳系の利府層が露出し

ているが，沖積層に隔てられているため，両者の関係を

直接確認することはできない．また利府層中にはひん岩

岩脈が多数貫入しているが，これと利府花闘岩類との関

係も明らかではない．

一方，中新統最下部の塩釜層などには，利府層に由来

したと思われる頁岩礫とともに，利府花南岩類と類似の

花嵩岩質岩，及び砂岩・ひん岩などの角礫一亜円礫が混

入している．このことから本岩類の時代は先新第三紀と

考えられ，また北上山地に広く分布する花闇岩体の多く

が前期白亜紀を示す（河野・植田，1965）ことから，本岩

類も同様な時代に利府層中に貫入したものであろうと推

定される．
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第1図　地質図（石井ほか，1982による）
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第2図　岩石試料採取位置図（国土地理院発行の2万5千

　　　　分の1地形図「松島」による）

岩石記載と化学分析

第1表　モード分析結果

斜　長　石

石　　　英

カリ長石
角　閃　石

不透明鉱物

単斜輝石
燐　灰　石

そ　の　他

計

計測数

1064

427

257

1201

　37

　3

　8

　3

3000

割合（％）

35．5

14．2

8．6

40．0

1．2

0．1

0．3

0．1

100．0

斜長石・石英・カ
リ長石の割合（％）

　　60．9
　　11：1

100．0

　以下，観察・分析塗行った試料の番号・肉眼観察・鏡

下での性質・モード分析結果及び化学分析結果を記す．

　試料番号：82031501，GEMS1）一R24362

　肉眼観察：粗粒で堅硬である．帯緑黒色角閃石が灰白

色斜長石より目立つため，全体としては暗緑色を呈す

る．角閃石は長柱状で，長径2－5mm，まれに8mm

に達し，一種の流理構造とも考えられる方向性を示す部

分がある．一部，黄鉄鉱による鉱染の影響を受けてい

る．

　鏡下での性質：主成分鉱物としては，角閃石・斜長石

が多く，次いで石英・カリ長石及び少量の単斜輝石が含

まれている．また副成分鉱物として・燐灰石・スフェン

などが認められる．

　角閃石は濃緑色一淡緑褐色の多色性を呈し，しばしば

単純双晶が見られる．角閃石中には不透明鉱物や，径

0・1－0・2mm前後の多くの他形粒状の斜長石が取り込ま

れていて，いわゆるポイキリティック組織を示す．角閃

1）地質調査所地質標本館の登録番号

石の一部は緑泥石に変質している．角閃石に取り込まれ

たもの以外の斜長石は自形長柱状一卓状を示し，長径

1－3mmで，集片双晶の著しいものが多い．まれに累

帯構造を示すものもある．また半数程の斜長石は内部が

汚濁変質している．石英は他形で，波動消光を示し，ご

く小さなHuid　inclusionを散点させている．カリ長石は

他の鉱物の問隙を充填し，一般にパーサイト構造を示

す．単斜輝石は半自形で，径0・2－0・5mm，淡褐色を呈

している．

　モード分析結果：薄片上の約4・5cm2について，ポイ

ントカウンターにより，3000点のモード分析を行った

（第1表）．最も計測数の多いものは角閃石で1201点に達

し，これと少量の不透明鉱物・単斜輝石を併せたものの

割合（すなわち色指数）は4L3（％）となった．角閃石に次

いで斜長石（Pl）・石英（Q）・カリ長石（Kf）の順に多い。

これらQ－Kf－P1をプロットした三角ダイヤグラム（第

3図）から，本試料の岩石名はIUGS　SuBcoMMlssIoN　oN

THE　SYsTE融Tlcs　oF　IGNEous　RocKs（1973）の分類による

花嵩閃緑岩に相当する．なお第3図には，別に採集した同

じく利府花闇岩類の試料（番号，80051901，GEMS－R

20992）の2000点モード分析結果も示した．これは石英閃
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第3図　石英（q）一カリ長石（Kf）一斜長石（P1）三角ダイヤグラムにおける利府花嵩岩類の位置
　　　　岩石の分類はIUGS　SuBcoMMlssloN　oN　SYsTEMATlcs　oF　IGNEous　RocKs（1g73）1こよる

緑岩一石英斑れい岩の範囲に入る．測定例は少ないが，

一応本岩類はIUGS　SuBcoMMlssIoN　oN　THE　SYsTEMATIcs

oF　IGNEous　RoGKs（1973）の分類による花闇閃緑岩・ト

ーナル岩・石英モンゾ閃緑岩一石英モンゾ斑れい岩・石

英閃緑岩一石英斑れい岩の境界付近を中心とする組成範

囲をもっているものと思われる．

　化学分析結果：試料の化学分析結果及びそれに基づく

ノルム計算結果を第2表に示す．第2表には片田ほか

（1971）の分析値をも併せ示した．利府花南岩類は片田

（1974）による北上山地花闇岩類の分帯区分のVI帯に属し

ている．それによれば，VI帯の岩体の特徴は，（i）小岩体

が多く，（鑓）ときに細粒又は斑状の半深成岩質組織を示

し，㈹苦鉄質岩を伴うか，もしくは岩体全体が苦鉄質岩

で，⑲一般に岩相変化に富み，そして（v）カリ長石（K20）

に富んでいる場合が多い，となっている．

　小野・曽屋（1974）は片田（1974）の分帯区分に基づい

て，各分帯ごとのノルムQ－or－ab図，ノルムQ－or一（ab

＋an）図，　ノルムor－ab－an図，MgO一ΣFeO一（Na20＋

K20）図，SiO2一（Na20＋K20）図及びNa20－K20図を

表わした．ちなみに，本試料の分析値を小野・曽屋（1974）

による各分帯ごとのダイヤグラム上にプロットすると，

いずれもVI帯の図示の範囲内に入っている．

鼠・A疋年代測定

試料から角閃石を分離して，そのK－Ar年代を測定し

た．岩石記載の項でも述べたように，本試料の角閃石は

一部緑泥石に変質しているほか，内部に斜長石・不透明

鉱物の微晶を取り込んでいる．したがってできる限り微

晶包有物を除去するために，微粉砕後の170－200メッシ

ュの範囲の試料について電磁分離・重液分離を繰り返

し，これにより高純度の角閃石を分離して年代測定に供

した．
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第2表

　　　　　　　地質調査所月報（第34巻第11号）

化学組成及びノルム　　　　　　　　　角閃石のK－Ar年代測定結果を第3表に示す．得られ

No． 82031501 KS9 KS10

Sio2

Tio2

Al203

Fe203

FeO

MnO
MgO
C乱O

Na20

K20

H20十
H20－
P205

51．61

0．88

17．92

3．65

4．55

0．15

4．64

9．50

3．26

2．17

1．23

0．30

0．28

52．30

0．75

18．47

4．37

4．61

0．16

4．07

8．92

3．37

1。94

1．19

0．17

0．32

67．46

0．30

15．71

1．99

1．31

0．03

1．37

3．96

2．90

4．11

0．80

0．28

0．22

100．44

た年代値は124士4Maである．この値は，一応，利府

花歯岩類の固結時代が前期白亜紀であることを示してい

る．また河野・植田（1965，1967）が示した北上山地の白

亜紀花闇岩類の年代107－128Maの範囲に入る．

計 100．14 100．64

分析者 大森江い 蟹沢聡史 蟹沢聡史

ま　と　め

Q
C
or

釜

静
劉hy

餅1

『t

ap

12．80

27．79

27．81

7．20

4．92

1．71

5．82

2．11

0．57

0．20

5．32

1．67

0．68

1．94

11．46

28．52

29．54

5．27

3．52

1．36

6．62

2．56

6．34

1．42

0．74

24．92

24．29

24．54

17．71

0．21

0．17

0．02

3．24

0．31

2．89

0．57

0．51

H：ornblende　Clinopyrox－　Hornblende
granodioriteene－　　　　　　adamellite

　　　　　　　hornblende
　　　　　　monzO國
　　　　　　　　　diorite

　以上を総括すると，利府花闇岩類は石英一カリ長石一

斜長石の三角ダイヤグラムから，IUGS　SuBcoMMlssloN

oN　THE　SYsEMATlcs　oF　IGNEousRocKs（1973）の分類によ

る花闘閃緑岩・トーナル岩・石英モンゾ閃緑岩一石英モ

ンゾ斑れい岩・石英閃緑岩一石英斑れい岩の境界付近を

中心とする組成範囲をもっていると思われる．またその

化学組成・ノルムから，片田（1974）の分帯区分VI帯に属

するという考えに矛盾しない．更に分離した角閃石鉱物

のK－Ar年代値（124士4Ma）から，本岩類の固結時代が

前期白亜紀であることが確認された．

岩石名

No。KS9及びKS10は，小野・曽屋（1974）に示された片田ほか（1971）

の分析値で，その岩石名はST皿CKEISEN（1967）を一部修正して用いてV・
る。
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第3表　K－Ar年代測定結果

試料番号樋定鉱剛K（％）

82031501 角閃石
0．63

0．63

40Ar　rad（10－5ml／g）

0．313

0。318

Atm40Ar（％）

29．9

33．1

年代（Ma）

124±4

K－Ar年代の計算に用いた定数はλβ＝4・962×10－101y，λ〆o・581×10－10／y，40KIK＝o・ou67atom％である．
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